
タイプ 地域名

Ａ

Ｂ

Ｃ

豊　科

穂　高

三　郷
堀　金
明　科

市街化区域

市街化調整区域

まちづくり条例区域

地域内全体

建築可能です（用途地域の工業
専用地域には建築できません）。

市街化を抑制する区域ですので、
建築には県の許可が必要です。

まちづくり条例により、各ゾーン
で建築できる場合とできない場
合があります。

建築可能です。

○

×

○△×

○

建築したい区域 建築可否 内　　　　　容

現
在
は
旧
町
村
ご
と
の

運
用
を
し
て
い
ま
す

　
土
地
の
使
い
方
や
建
物
の
建
て

方
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
（
管

理
の
方
法
）
が
あ
り
ま
す
。
国
で

定
め
て
い
る
共
通
の
ル
ー
ル
が
、「
都

市
計
画
法
」
や
「
建
築
基
準
法
」
な

ど
の
法
律
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
都
道
府
県
や
市
町
村
で
も
、

ま
ち
の
景
観
や
土
地
利
用
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
独
自
の
条
例
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
旧
町
村
ご
と
に

そ
の
ル
ー
ル
が
異
な
っ
て
お
り
、

大
き
く
分
け
る
と
3
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
で
き
ま
す
。
Ａ
タ
イ
プ
は
、

豊
科
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
「
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
区
域
区
分
（
線

引
き
制
度
）
」
を
主
体
と
す
る
も
の
、

Ｂ
タ
イ
プ
は
穂
高
地
域
で
採
用
さ

れ
て
い
る
「
土
地
利
用
規
制
に
関

す
る
自
主
条
例
」
を
主
体
と
す
る

も
の
、
Ｃ
タ
イ
プ
は
三
郷
地
域
・

堀
金
地
域
・
明
科
地
域
で
採
用
さ

れ
て
い
る
「
建
築
基
準
法
」
を
主

体
と
す
る
も
の
で
す
。
Ａ
タ
イ
プ

と
Ｂ
タ
イ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め

が
あ
り
、
比
較
的
規
制
が
厳
し
く
、

Ｃ
タ
イ
プ
は
規
制
が
緩
や
か
と
い

え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
同
じ
市
内
に
個
人
住

宅
を
建
て
る
場
合
で
も
、
建
て
る

地
域
に
よ
っ
て
、
建
て
ら
れ
る
場

所
や
手
続
き
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

※今回は、「都市計画法」と「まちづくり条例」に関する事のみを簡略化して記載しています（下表についても）。

　実際の建築の際には、「農振法」「農地法」などの他法令も関連しますので、建築不可となる場合もあります。

（穂高地域）

（明科地域）

（豊科地域）

まちづくり条例区域

市街化区域

市街化調整区域 （原則）
（堀金地域）

（三郷地域）

3 広報 5月号

同
じ
市
内
に
住
宅
を

建
て
る
場
合
･
･
･

4月から5月にかけて一斉に田んぼに水が張られる。

安曇野の豊かさと美しさを実感する季節。

2広報 5月号


